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研修・学習会などにご利用ください

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　東日本大震災から、今年は10年目を迎えま

す。 今年も開催する３・11メモリアル集会
（３月６日・ オンライン集会）を翌月に控
え、２月12日に「イレブンアクション」宣伝
を天王寺駅公園口にて行いました。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

イ
レ
ブ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
　

　大阪労連民間部会は、２月27日に国労南近
畿会館にて春闘学習交流会を開催。「要求を
前面に可視化を意識して交渉力を高めてい
く、そして職場と地域や政治を変え、いのち
と暮らしを守る春闘を。コロナ禍だからこそ
賃上げと雇用、均等待遇実現をしよう」と確
認しました。

春
闘
学
習
交
流
会
を

開
催（
民
間
部
会
）　

　大阪労連は、３月１日に天王寺駅で「春の
仲間づくりスタート宣伝」に取り組みまし
た。「長時間労働などを改善していくために
は労働組合づくりが必要」と呼びかけ、「パ
ワハラなど、職場で困ったことがあれば諦め
ないで相談してください」と訴えました。

困
っ
た
ら
相
談
を

仲
間
づ
く
り
宣
伝

必要生計費調査＆最賃署名
スタート集会

　

東
大
阪
労
連
で
は
２
月
18

日
、
東
大
阪
市
に
対
し
て

「
春
闘
要
求
書
」
を
総
務
部

長
に
手
渡
し
、「
コ
ロ
ナ
対

策
、中
小
企
業
支
援
、公
契
約

条
例
制
定
」
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。総
務
部
長
か
ら
は「
市

民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
て
、
市
と
し
て
準
備
を
始

め
て
い
る
。
関
係
部
局
に
要

請
事
項
を
伝
え
る
」
こ
と
な

ど
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
市
議
会
議
長
に
「
最

低
賃
金
改
善
」「
い
の
ち
守

る
」
の
意
見
書
採
択
に
向
け

た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
商
工
会
議
所
と
の
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。
対
応
し

た
事
務
局
次
長
は
「
コ
ロ
ナ

対
策
に
は
労
使
は
関
係
な
く

協
力
し
、
早
期
の
収
束
が
重

要
」
と
述
べ
、
最
賃
引
き
上

げ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
地
区
協
議
会
で

は
、
２
月
２
日
・
10
日
・
15

日
、
大
阪
市
と
の
新
年
度
予

算
要
望
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
広
域
一
元
化
問
題
で

は
、
国
が
す
す
め
る
地
方
分

権
に
反
す
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。
国
で
は
「
二
重
行

政
を
解
消
す
る
場
合
は
、
都

道
府
県
の
業
務
を
基
礎
自
治

体
に
移
す
」
と
い
う
方
向
と

当
局
は
認
識
し
て
い
る
こ
と

を
認
め
ま
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
答
弁
不
能
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
交
渉
の
中
で

追
及
し
、
市
民
宣
伝
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

堺
労
連
で
は
、
２
月
18
日

に
堺
東
商
店
街
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
店
の

売
上
げ
が
「
大
変
悪
く
な
っ

た
」
75
％
、「
悪
く
な
っ

た
」
25
％
で
、
訪
問
し
た
す

べ
て
の
お
店
が
悪
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
求
め
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
半
数
が

「
家
賃
補
助
」
を
求
め
、
次

い
で
「
持
続
化
給
付
金
」

「
特
別
定
額
給
付
金
」
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
国
や
堺

市
に
望
む
こ
と
に
つ
い
て

は
、
半
数
が
「
税
金
の
減

額
」
を
求
め
、
次
い
で
「
個

人
消
費
の
回
復
施
策
」「
飲

食
業
応
援
施
策
」
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。「
消
費
税
は

な
い
方
が
い
い
」、「
市
長
の

顔
が
見
え
な
い
」
と
、
目
に

見
え
る
支
援
を
求
め
る
声
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
自

治
体
議
会
へ
の
意
見
書
採
択

要
請
、
春
闘
宣
伝
な
ど
が
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
労
連
は
今
後
も
「
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
労
働
者

の
賃
上
げ
で
地
域
経
済
活
性

化
・
景
気
回
復
を
」を
掲
げ
て

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　長引くコロナ禍のもとで、雇用悪化、賃金引き下
げの動きが強まっています。特に、非正規労働者や
女性にその痛みは集中し、虐待や自殺者の急激な増
加が見られるなど、深刻な事態が起きています。さ
らに、コロナ禍での痛みを労働者に押し付ける流れ
がつくられようとしています。リーマンショックの
時に、派遣切りや賃下げで日本経済を「失われた20
年」へと導いた誤りを繰り返させてはいけません。
　2021春闘で「賃金の大幅引き上げ・底上げと格差
是正こそ、持続可能な地域経済づくりにつながるこ
と」を確信に、大きな世論をつくっていくことが必
要です。そのためにも、社会的な世論で最低賃金の
全国一律制度の確立と1500円への引き上げを早期に
勝ち取っていくことが求められています。
　そうした中、２月３日国労大阪会館で、生計費調
査＆最賃署名スタート集会が開催され、生計費調査
の成功と、全国一律制度と今すぐ最賃1500円の実現
に向けた運動の強化が呼びかけられました。

大
阪
労
連
か
ら

最
賃
委
員
を
！

　

昨
年
の
最
低
賃
金
の
改
定

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
厳
し
い
中
で

も
全
国
的
に
は
40
県
が
最
賃

の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
大
阪
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
は
、
時
間
給
１

０
０
０
円
に
も
届
い
て
い
な

い
大
阪
の
最
賃
を
据
え
置
き

と
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
今
年
は
大

阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
委
員

の
改
選
の
年
と
な
る
、
最
低

賃
金
は
全
て
の
労
働
者
に
関

わ
る
、
最
後
の
砦
と
も
言
う

べ
き
ラ
イ
ン
。
全
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
を
求
め
て
、
委

員
の
獲
得
と
全
国
一
律
最
賃

制
と
時
給
１
５
０
０
円
を
め

ざ
し
、
運
動
を
す
す
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
立
候
補
予
定
の

小
林
里
美
（
福
祉
保
育
労
）

さ
ん
か
ら
決
意
表
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

必
要
生
計
費
調
査
を

成
功
さ
せ
て
い
こ
う

　

生
計
費
調
査
に
つ
い
て
の

学
習
会
で
は
、
全
国
的
に
生

計
費
調
査
に
携
わ
っ
て
い
る

中
澤
秀
一
静
岡
県
立
大
学
短

期
大
学
部
准
教
授
か
ら
、

「
必
要
生
計
費
試
算
調
査
の

取
り
組
み
と
そ
の
意
義
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
調
査

「
コ
ロ
ナ
禍
」で
キ
ャ
ン
パ
ス
人
口
の
減
少

大
学
生
協
の
存
続
・
雇
用
危
機
と
た
た
か
う

経
営
状
態
が
一
気
に
悪
化

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て

各
大
学
が
一
斉
に
キ
ャ
ン
パ

ス
の
入
構
を
制
限
、
卒
業
式

・
入
学
式
・
新
入
生
歓
迎
の

諸
行
事
、
そ
し
て
４
月
始
ま

り
の
授
業
や
課
外
活
動
も
開

催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
学
生
協
が
運
営
す
る
食

堂
や
コ
ン
ビ
ニ
店
で
は
、
営

業
日
や
時
間
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
学
生
さ
ん
た
ち

で
賑
わ
う
は
ず
の
店
舗
周
辺

が
閑
散
と
な
り
ま
し
た
。
教

科
書
や
パ
ソ
コ
ン
機
器
な
ど

は
宅
配
な
ど
で
対
応
で
き
た

も
の
の
、
大
幅
に
大
学
生
協

の
供
給
高
（
売
上
げ
）
が
減

少
し
経
営
状
態
が
一
気
に
悪

化
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
感

染
対
策
を
し
つ
つ
徐
々
に
授

業
は
再
開
さ
れ
ま
す
が
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
授
業

も
併
用
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス

人
口
は
大
学
に
よ
っ
て
２
～

８
割
程
度
と
減
少
、
労
働
者

に
は
休
業
指
示
が
出
さ
れ
、

事
業
体
制
や
人
員
配
置
も
見

直
し
が
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

下
半
期
が
始
ま
る
10
月
、

大
学
生
協
の
理
事
会
は
「
経

営
再
建
案
」
を
発
表
。
店
舗

や
事
業
部
門
の
整
理
を
し
、

関
西
・
北
陸
地
区
内
で
月
給

職
員
の
約
４
分
の
１
に
あ
た

る
合
計
１
０
０
人
の
希
望
退

職
・
地
域
生
協
な
ど
へ
の
転

籍
を
要
請
す
る
、
ま
た
時
間

給
職
員
に
対
し
て
は
総
額
人

件
費
枠
の
抑
制
、
職
務
の
変

更
、
そ
し
て
希
望
退
職
な
ど

も
要
請
す
る
と
し
ま
し
た
。

組
合
員
全
員
で

打
開
策
を
検
討

　

大
阪
と
兵
庫
の
11
大
学
の

労
働
者
で
つ
く
る
大
学
生
協

阪
神
統
一
労
働
組
合
で
は
、

生
協
の
経
営
と
な
か
ま
の
雇

用
を
守
る
た
め
に
、
実
施
さ

れ
る
個
人
面
談
や
業
務
改
革

提
案
に
対
し
、「
労
働
者
の

納
得
と
同
意
を
得
る
こ
と
」

を
最
優
先
と
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
会
議

も
で
き
な
い
中
、
労
組
三
役

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
ほ
ぼ
毎
日

打
ち
合
わ
せ
、
一
人
ひ
と
り

の
労
働
者
が
悩
ま
な
い
よ
う

に
「
労
組
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
フ

ェ
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
飲
み
会
）」
も

面
談
期
間
中
に
ほ
ぼ
連
日
行

い
、
組
合
員
全
員
で
打
開
策

を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
生
協

労
連
独
自
の
「
雇
用
調
整
助

成
金
延
長
署
名
」
に
も
取
り

　

２
月
は
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
、「
地
域
総
行

動
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
地
域
組
織
で
自
治
体
と
の

交
渉
や
議
会
へ
の
意
見
書
採
択
要
請
、
地
域
の
商
店
街

訪
問
、
春
闘
宣
伝
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

の
結
果
が
、
①
最
賃
の
引
き

上
げ
額
の
根
拠
や
全
国
一
律

制
を
目
指
す
た
め
の
根
拠
と

な
る
②
春
闘
で
の
賃
金
討
議

の
素
材
、
特
に
各
年
代
で
具

体
的
に
ど
の
く
ら
い
生
活
費

が
必
要
な
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
な
ど
の
５
つ
の
メ
リ
ッ

ト
が
語
ら
れ
、〝
１
粒
で
５

度
お
い
し
い
〟
こ
と
、
社
会

的
な
賃
金
闘
争
に
向
け
て
打

っ
て
出
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

　

21
春
闘
の
中
で
、
す
べ
て

の
組
合
員
の
参
加
で
、
必
要

生
計
費
調
査
の
成
功
と
最
賃

引
き
上
げ
に
向
け
た
運
動
を

大
き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

最賃 実現へ1500円

組
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
の
中
で

バ
ラ
バ
ラ
の
労
働
者
が
声
を

掛
け
合
い
、
会
話
し
て
元
気

を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
残
留
す
る
な
か
ま
と
退

職
す
る
な
か
ま
と
と
も
に
、

当
面
の
経
営
再
建
や
新
学
期

準
備
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

国
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

も
学
生
へ
の
支
援
を
行
い
、

同
時
に
大
学
へ
の
予
算
を
増

や
し
て
、
安
心
・
安
全
の
学

び
場
を
確
保
す
べ
き
で
す
。

そ
う
し
て
活
気
の
あ
る
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
が
再
び
戻
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
労
働
者
の
賃
上
げ
で

地
域
経
済
の
活
性
化
・
景
気
回
復
を

大阪市新年度予算交渉
東大阪商工会議所
との懇談　　　　

コロナ禍だからこそ！　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
学
生
協
の
職
場
の
実
態
を

生
協
労
連
・
大
学
生
協
阪
神
統
一
労
働
組
合
書

記
長
の
今
井
修
さ
ん
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

生協労連・大学生協阪
神統一労働組合書記長
今井　修さん


